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② 卸売市場
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■生鮮食料品等の主要な流通経路

商社輸入

消費者

直売所、青空市場、宅配など

産地直接取引など

出荷者
（農協、個人等）

製造業者
小売業者
外食業者
など

卸売市場
中央市場： 65市場
地方市場： 901市場

卸売業者
中央市場： 156
地方市場：1,078

仲卸業者
中央市場：2,875
地方市場：2,260

売買参加者
中央市場：20,474
地方市場：87,163

■市場の主要機能

○ 卸売市場は、野菜、果物、魚、肉など日々の食卓に欠かすことのできない生鮮食料品等を国民に
円滑かつ安定的に供給するための基幹的なインフラとして、多種・大量の物品の効率的かつ継続的
な集分荷、公正で透明性の高い価格形成など重要な機能を有している。

○ 卸売市場は生鮮食料品等の流通の基幹的なインフラとしての役割を果たしており、青果の５割強、
水産物の５割弱が卸売市場を経由している（国産青果物では約８割）。

○ 卸売市場の役割・機能

① 集荷（品揃え）、分荷機能 ③ 代金決済機能
全国各地から多種・大量の物品を集荷するとともに、実需者の 販売代金の出荷者への迅速・確実な決済

ニーズに応じて、迅速かつ効率的に必要な品目、量へと分荷

② 価格形成機能 ④ 情報受発信機能
需給を反映した公正で透明性の高い価格形成 需給に係る情報を収集し、川上・川下それぞれに伝達

（中央及び地方市場の市場数のデータは、令和5年3月末時点、中央市場の卸売業者数のデータは
令和３年度末時点、中央市場の他の業者数及び地方市場のデータは令和２年度末時点）

※直荷引き

※第三者販売及び直荷引きについては、市場によっては業務規程において
その取引を制限している場合がある。

※第三者販売

農林⽔産省 新事業・⾷品産業部 ／New Business and Food Industry Department. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries. 19



農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部 ⾷品流通課／Food Distribution Division, New Business and Food Industry Department, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

中央卸売市場

仲卸業者
売買参加者※

相対
91.5％

セリ・入札 8.5％

小売業者
製造業者
外食業者
など

第三者販売

買付
42.7％

委託
57.3％

※ 各種の割合は、令和２年度（金額ベース）

他市場業者
製造業者
外食業者
など

決済：８日程度 出荷者

（内訳）

決済：５日程度決済：１ヶ月程度

市場内販売
87.9%

仲卸：59.3%
買参：28.6%

農協系統団体 58.9%

商社 10.6%

産地出荷業者 11.0%

⽣産者個⼈ 6.3%

産地任意組合 4.8%

他市場の卸 3.2%

他市場の仲卸 2.0%

その他 3.1%

○卸売予定数量の公表（卸売業者・開設者）
○卸売結果の公表（卸売業者・開設者） 【仕切情報】

品目、数量、単価、
手数料、仕切金額

○中央卸売市場の取引構造（青果）

卸売業者

野菜：62.2 ％
果実：47.4 ％

野菜：66.5％,
果実：32.7％,
その他：0.8％

(野菜:6.8％, 果実:11.9％)
（参考）品目別の出荷割合
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中央卸売市場

仲卸業者
売買参加者※

相対
87.5％

セリ・入札 12.5％

小売業者
製造業者
外食業者
など

第三者販売

買付
84.4％

委託 15.6％

他市場業者
製造業者
外食業者
など

決済：１７日程度

出荷者

（内訳）

決済：７日程度決済：１ヶ月程度

市場内販売
78.4%

仲卸：56.7%
買参：21.7%

産地出荷業者 41.6%

⽔産会社 12.0%

漁協系統団体 7.0%

商社 5.8%

⽣産者個⼈ 4.2%

他市場の卸 3.7%

産地任意組合 0.9%

他市場の仲卸 0.9%

その他 23.9%

○卸売予定数量の公表（卸売業者・開設者）
○卸売結果の公表（卸売業者・開設者） 【仕切情報】

品目、数量、単価、
手数料、仕切金額

○中央卸売市場の取引構造（水産）

卸売業者

（参考）品目別の出荷割合

鮮魚:21.5％, 冷凍:7.2％,
塩干加工:3.5%

鮮魚:28.2 ％, 冷凍:3.8 ％,
塩干加工:5.8 %

鮮魚:45.6％,
冷凍:23.5％,

塩干加工:26.7％,
水産加工：3.6%
その他:0.6％

※ 各種の割合は、令和２年度（金額ベース）
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中央卸売市場

仲卸業者
売買参加者※

相対 13.4％

セリ・入札
86.6％

小売業者
製造業者
外食業者
など

第三者販売買付 5.9％

委託
94.1％

他市場業者
製造業者
外食業者
など

決済：９日程度
出荷者

（内訳）

決済：２日程度決済：１ヶ月程度

市場内販売
99.2%

仲卸：32.8%
買参：66.4%

農協系統団体 36.4%

産地任意組合 22.6%

⽣産者個⼈ 19.4%

産地出荷業者 16.2%

商社 3.5%

その他 1.9%

○卸売予定数量の公表（卸売業者・開設者）
○卸売結果の公表（卸売業者・開設者） 【仕切情報】

品目、数量、単価、
手数料、仕切金額

○中央卸売市場の取引構造（食肉）

卸売業者

牛肉:83.1％,
豚肉:15.5％,
その他:1.4％

（参考）品目別の出荷割合

牛肉:96.4％,
豚肉:86.4％牛肉:93.1％,

豚肉:56.2％

※ 各種の割合は、令和２年度（金額ベース）
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農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部 ⾷品流通課／Food Distribution Division, New Business and Food Industry Department, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

中央卸売市場

卸売業者
仲卸業者

売買参加者※

相対
83.4％

セリ・入札 16.6％

小売業者
加工業者
冠婚葬祭業者
など

第三者販売買付 9.9％

委託
90.1％

他市場業者
製造業者
冠婚葬祭業者
など

決済：１９日程度 出荷者

（内訳）

決済：１９日程度決済：１ヶ月程度

市場内販売
95.6%

仲卸：24.2%
買参：71.4%

農協系統団体 44.8%

⽣産者個⼈ 37.6%

商社 9.9%

産地任意組合 2.7%

他市場の卸 2.5%

他市場の仲卸 1.0%

産地出荷業者 0.2%

その他 1.3%

○卸売予定数量の公表（卸売業者・開設者）
○卸売結果の公表（卸売業者・開設者）

【仕切情報】
品目、数量、単価、
手数料、仕切金額

○中央卸売市場の取引構造（花き）

切花:70.4％,
鉢物:17.7％,
その他:11.9％

（参考）品目別の出荷割合

切花:89.3％,
鉢物:92.0％,

(切花:15.9％, 鉢物:31.8％)

※ 各種の割合は、令和２年度（金額ベース）
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○卸売市場を利用する仲卸業者の販売相手、売買参加者

青果 水産 食肉 花き

一般小売店等（八
百屋、魚屋、肉屋、
花屋等）

18.8 23.4 9.2 44.8

大規模小売店等
（量販店、生協、
給食事業者等）

65.7 52.9 72.9 32.1

加工業者・外食事
業者等

15.4 23.6 17.9 23.1

青果 水産 食肉 花き

一般小売店（八百
屋、魚屋等）

62.0 58.5 59.9 86.0

外食、給食、納入
業者

12.8 4.3 3.8 1.2

量販店、生協 9.6 9.4 0.8 1.7

他市場卸売業者
等

3.9 8.9 13.9 1.8

加工業者 2.8 7.7 7.3 0.7

その他 9.0 11.2 14.3 8.6

○ 仲卸業者の販売先割合（令和元年度）

○ 売買参加者の内訳（令和元年度）

仲卸業者

卸売業者

売買参加者

（金額ベース、単位：％）

（単位：％）

資料：農林水産省食品流通課調べ 24



〇 青果物の他消費地等への転送

76.9％

出典；令和３年度卸売市場データ集、青果部を有する全国50中央卸売市場の青果卸売業者68社から報告のあった令和2年度事業報告書を基に算出。

産地

中央卸売市場

47.4％

地方卸売市場
29.5％

市場外流通

23.1％

エリア内消費地

首都圏
近畿圏
中京圏
・・・・等

市場所在地

エリア外消費地

エリア内消費地

地方都市圏
（産地含む。）

エリア外
消費地

卸売業者分1.4％

25
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凡例
●：開設者が都府県のもの
○：開設者が市のもの
数値は開設（業務開始）年を表す(年号は昭和)

○ 全６５市場（４０都市）

※令和４年6月時点

○ 中央卸売市場の配置

(花H4)

⻘ 果 ：５０市場（３８都市）

⽔産物 ：３４市場（２９都市）

⾷ ⾁ ：１０市場（１０都市）

花 き ：１４市場（１０都市）

その他 ： ５市場（ ４都市）

注１：以下の開設者にあっては、複数市場を開設
仙台市３市場、東京都１１市場、横浜市２市場、名古屋市３市場、
京都市２市場、大阪市３市場、神戸市３市場、広島市３市場、
福岡市３市場、鹿児島市２市場（令和３年度末現在）

注２：秋田市については、昭和50年より青果部・水産物部が、平成４年
より花き部が業務開始となった後、平成24年に青果部・水産物部が地
方卸売市場に転換

26
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S50 S55 S60 H1 H5 H10 H15 H20 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

市場数

卸売業者数

■卸売市場経由率の推移（重量ベース、推計） ■卸売市場数、卸売業者数の推移

○ 卸売市場経由率と卸売市場数・卸売業者数

資料：農林水産省｢食料需給表｣、「青果物卸売市場調査報告」等により推計
注：卸売市場経由率は、国内で流通した加工品を含む国産及び輸入の青果、水産物等のうち、

卸売市場（水産物についてはいわゆる産地市場の取扱量は除く。）を経由したものの数量割合
(花きについては金額割合)の推計値。

資料：農林水産省食品流通課調べ
注：H23年度までは年度当初時点の数、H24年度以降は年度末時点の数である。

中央卸売市場

地方卸売市場

（業者数）

資料：農林水産省食品流通課調べ
注：各年度とも年度末時点の数である。

（市場数）

（市場数及び業者数）

○ 卸売市場は生鮮食料品等の流通の基幹的なインフラとしての役割を果たしており、青果の５割強、
水産物の５割弱が卸売市場を経由している（国産青果物では約８割）。

○ 市場経由率は、加工品など卸売市場を経由することが少ない物品の流通割合の増加等により、総じ
て低下傾向で推移している。

○ 中央卸売市場及び地方卸売市場の市場数及び卸売業者数は、中央卸売市場の市場数を除いて、
減少している。
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■取扱金額の推移（単位：100億円）

○卸売市場の取扱金額

（食肉･花き）
（食肉･花き）

中央卸売市場 地方卸売市場

資料：農林水産省食品流通課調べ

○ 卸売市場における取扱金額は、平成初期にピークを迎え、その後、市場外流通の増加等の影響
による取扱数量の減少等により総じて減少傾向で推移してきたが、近年、部類によっては概ね横ば
いの傾向もみられる。

注： S45年度の中央卸売市場の取扱金額の合計値には花きの取扱金額は含まない。

年度 年度
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■ 中央卸売市場卸売業者１業者当たり
取扱金額の推移（単位：億円）

○ 中央卸売市場における卸売業者１業者当たりの取扱金額は、花きを除き近年減少傾向で推移し
ている。

○ 中央卸売市場における仲卸業者１業者当たりの仕入金額は、食肉を除き近年横ばい傾向で推移
している。

○ 卸売業者及び仲卸業者の経営動向（取扱金額等）
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■ 中央卸売市場仲卸業者１業者当たり
仕入金額の推移（単位：億円）
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資料：農林水産省食品流通課調べ

H10年度

※令和元年度までしかデータがないため更新していない。
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○ 川下の営業利益率

〇他業態の営業収⽀（総売上⾼に対する割合）の内訳（令和３年度決算実績（速報））

全産業 食料品製造業 飲食料品卸売業 飲食料品小売業 飲食店
持ち帰り・配達
飲食サービス業

売上総利益（粗利） 26.0 22.0 14.0 32.7 63.5 57.5

販管費・一般管理費 23.1 20.0 13.4 31.8 75.2 58.4

　　うち人件費 10.2 7.3 5.3 12.9 34.9 32.9

営業利益 2.9 2.0 0.6 0.9 ▲ 11.7 ▲ 0.9

資料：中小企業庁「中小企業実態基本調査」
（注） 法人企業のデータである。

（単位：％）

【卸売業者】 【仲卸業者】
⻘果 ⽔産 ⾷⾁ 花き

売上総利益（粗利） 6.57 5.41 4.27 9.73
販売費・⼀般管理費 6.16 5.05 4.20 9.88

うち⼈件費 2.74 2.89 2.13 6.40
営業利益 0.41 0.36 0.07 ▲0.15

売上⾼規模 全体 30億円未満 30億円以上
100億円未満

100億円以上
300億円未満

300億円以上
1000億円未満 1000億円以上

売上総利益（粗利） 26.17 26.45 25.20 26.37 26.90 26.05
営業利益 1.40 0.35 0.89 1.40 2.13 2.61

○スーパーマーケット経営指標（令和３年度）

○中央卸売市場卸売業者及び仲卸業者の営業収⽀（総売上⾼に対する割合）の内訳（令和２年度）

⻘果 ⽔産 ⾷⾁ 花き
売上総利益（粗利） 12.81 13.16 8.00 19.25
販売費・⼀般管理費 13.24 13.62 7.20 20.11

うち⼈件費 5.75 7.44 3.13 10.95
営業利益 ▲0.42 ▲0.46 0.80 ▲0.86

単位︓％ 単位︓％

単位︓％

資料︓⾷品流通課調べ

資料︓2022年 「スーパーマーケット年次統計調査報告書」
（⼀社）全国スーパーマーケット協会
（⼀社）⽇本スーパーマーケット協会

オール⽇本スーパーマーケット協会

○ 卸売業者、仲卸業者の営業利益率は、いずれの分野においても±1%前後。
○ 下段表が⽰すように、卸売（川上）よりも仲卸（川下）の⽅が営業利益が低い傾向。
○ スーパーマーケットの営業利益率は1.4％。
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〇 ⾷品流通段階別価格形成調査（平成29年度）

流通経費(52.5)

小売経費

〈Ｅ〉

(20.4)

仲卸

経費

〈Ｄ〉
(10.3)

集 出 荷

団体経費

〈Ｂ〉

(16.9)

0 20 60 8040 100 (％)

卸売経費(卸売手数料)〈Ｃ〉(5.0)

小売価格

２万5,331円

(100.0％)

生産者受取価格

〈Ａ〉

(47.5)

○ 品⽬別⼩売価格に占める各流通経費等の割合（100kg当たり）（試算値）
・ ⻘果物全体（調査対象16品⽬）

・ 品⽬別

⽣産者 卸売集出荷
団体 仲卸 ⼩売

※加⼯品については統計データなし

出典︔農林⽔産省統計部
⾷品流通段階別価格形成調査報告（⻘果物調査）（平成29年度）

※①⽣産者受取価格︓卸売価格から卸売経費及び集出荷経費を控除。⽣産者による選別・
荷造労働費を含む。

②集出荷団体経費︓⽣産者団体等による集出荷経費。
③卸売経費︓集荷団体が卸売業者に⽀払った卸売⼿数料。市場使⽤料、⼈件費、集荷

販売費、奨励⾦、営業利益が含まれる。
④仲卸経費︓仲卸業者の販売価格と卸売価格の差。⼈件費、営業利益が含まれる。
⑤⼩売経費︓⼈件費、営業利益が含まれる。
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大規模整備未実施の市場への対策

生鮮食料品の流通への核として

①品質・衛生管理の強化

②物流業務の効率化・省力化

③保管調整機能の強化

④輸出先国までの一貫したコールド

チェーンの確保

⑤輸出先国が求める衛生基準の確保

等に資する卸売市場整備を支援

市場名 経過年数 備考

青森市中央卸売市場 50年以上 昭47

八戸市中央卸売市場 46年 昭52

仙台市中央卸売市場本場 50年以上 昭35（昭48移転）

仙台市中央卸売市場食肉市場 41年 昭50

秋田市中央卸売市場 48年 昭50

いわき市中央卸売市場 47年 昭52

宇都宮市中央卸売市場 49年 昭50

さいたま市食肉中央卸売市場 50年以上 昭36

東京都中央卸売市場豊島市場 50年以上 昭10

東京都中央卸売市場足立市場 50年以上 昭10

東京都中央卸売市場多摩ＮＴ 41年 昭58

浜松市中央卸売市場 45年 昭54

新潟市中央卸売市場 50年以上 昭39

金沢市中央卸売市場 44年 昭41

福井市中央卸売市場 48年 昭49

大阪府中央卸売市場 45年 昭53

大阪市中央卸売市場南港市場 40年
昭33（昭59移転）

（整備中）

神戸市中央卸売市場東部市場 50年以上 昭31

奈良県中央卸売市場 47年 昭52

和歌山県中央卸売市場 50年以上 昭49（整備中）

岡山市中央卸売市場 41年 昭36（昭57移転）

広島市中央卸売市場中央市場 42年
昭23（昭56移転）

（整備中）

広島市中央卸売市場東部市場 50年以上 昭49

宇部市中央卸売市場 50年以上 昭47

徳島市中央卸売市場 50年以上 昭47

高松市中央卸売市場 43年 昭42（整備中）

松山市中央卸売市場 49年 昭49

北九州市中央卸売市場 48年 昭33（昭50移転）

久留米市中央卸売市場 50年以上 昭36

長崎市中央卸売市場 48年 昭50

宮崎市中央卸売市場 47年 昭52

鹿児島市中央卸売市場青果市場 47年 昭10（昭51移転）

沖縄県中央卸売市場 40年 昭59

整備後のイメージ

▲効率的なトラックバース ▲フォーク等が通行可能な通路

老朽化した市場

▲老朽化した荷受所 ▲場内通路が狭隘

【施設整備後の経過年数】

10年未満

６市場

10～19年

10市場

20～29年
6市場

30～39年

10市場

40～49年

21市場

50年以上

12市場

〇 卸売市場の老朽化の現状と対策

○ 全国65の中央卸売市場の5割弱にあたる29市場は、40年以上（1982（昭和57）年）
移転・大規模整備を行っていない。うち、11市場は50年以上経過。 【令和５年６月末現在】

（うち整備中１）

（うち整備中３）
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卸売市場の物流機能の強化

【搬⼊】

⻑時間待機・渋滞

⼿荷役⻑時間労
働

電話・FAXで受発
注

動線の錯綜、混雑

荷捌場、貯蔵保管
施設の不⾜

屋外、炎天下での
荷捌

⽼朽化、低耐震性

【荷受】

【場内】

【防災】

【物流業界】
ドライバー不⾜
働き⽅改⾰
EC市場への対応
脱炭素環境対応

【卸売市場】
⾼齢化、⼈⼿不⾜
⼿荷役、アナログ
⻑時間の荷待ち
⾮効率な施設構造
⽼朽化、耐震性弱

このままでは、⽣鮮
⾷料品等の流通の
持続性確保が危ぶ
まれる状況

⻘果物等の
流通標準化

とともに、

卸売市場の
物流機能の
強化が急務

＜現状＞ ＜課題＞ ＜これからの卸売市場の機能と役割＞
〇 トラック予約システムの導⼊と

⼊退出の物流動線の交差を
最⼩化した施設構造

〇 取引のデジタル化・データ連
携による業務の効率化

〇 RFID等による検品⾃動化

〇 パレット循環体系により、⼿
荷役をなくし、省⼒化、省⼈化
を実現

〇 天候に左右されない荷降ろし
場、施設定温の低温化による
品質管理の⾼度化

〇 ⾃動搬送装置等による効率
化、省⼒・省⼈化、⾮接触型
の業務体制

〇 量販・加⼯需要、有機、輸
出など国内外の需要の変化に
対応し、貯蔵保管機能、簡易
加⼯、⼩分け・パッケージング
等の機能強化

〇 施設の耐震性、⾮常⽤電源
の確保、BCPの策定

トラック予約システム

効率的な荷下ろし
が可能な施設構造

施設の定温化による
鮮度・品質保持

⾃動搬送装置

データ連携・デジタル化
による業務の改善

ドックシェルター

電動移動ラック
貯蔵保管機能強化

加⼯処理施設

⾮常⽤電源
拠点市場

鉄道輸送

海上輸送

航空輸送

幹線共同輸送
モーダルシフト 33
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卸売市場施設への要求①出荷者・集荷の変化
１ 流通の⼤型化

 農協の合併等により、
産地が⼤型化

現在

 国内⽣産拡⼤の取組

将来
 ⼤型流通に対応するための在

庫機能の強化

市場施設への要求

在庫機能の強化

⼤型⾞に対応できる荷受け施設

 施設の温度管理、保冷設備の
整備による品質管理の向上

 トラックバースの整備
 スロープ等を含むスムーズな場内

⾛⾏路等の確保
 トラック予約システムの導⼊

適切な温度管理により、
鮮度・品質保持

トラック予約システムの導⼊
により、場内の渋滞緩和

ドッグシェルターにより外気を遮断

スムーズな場内⾛⾏路

 ⼤型トラックによる輸送
が⼀般化

 輸送⼒強化のための新た
な技術

（⾃動⾛⾏・連結⾞等）
 ⼤型⾞に対応できる荷受施設
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卸売市場施設への要求①出荷者・集荷の変化
２ パレチゼーション

 パレチゼーションの導
⼊

現在

 パレチゼーション利⽤徹
底

将来
 パレチゼーションを前提とし

た施設・設備
 円滑な運営のための検討

体制構築

市場施設への要求

パレチゼーションを前提とした施設・設備

円滑な運営のための検討体制構築

 パレットデポスペースの確保
 フォークリフト等の機材の確保
 効率的な場内動線

 関係者が現状や課題を共有
し、場内物流の改善を図る
体制の構築

 パレット管理ルールの明確化

パレット管理のためのスペース確保

パレット循環体制

関係者間の情報共有・
管理ルールの徹底

フォークリフトによる荷下ろし

効率的な場内動線
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卸売市場施設への要求②市場関係者・場内作業の変化
３ 場内作業の省⼒化・デジタル技術の活⽤

 従業員の⾼齢化

現在

 ⼈⼿不⾜への対応

将来
 場内作業の⾃動化・デジタル

化

市場施設への要求

場内作業の⾃動化・省⼒化

共同作業スペース化

 納品伝票の電⼦化
 RFIDによる検品作業の⾃動化
 ⾃動搬送機等の導⼊ 商品にRFID（電⼦タグ）を添付し、ウェアラブルカメラで⾃動検品

→AGV（⾃動搬送機）で市場内搬送

卸売場と仲卸売場を分けず共同作業スペース化、商品は電⼦タグで管理

0時

6時

12時

18時 デジタル技術を活⽤し、売り
場を共同作業スペース化

卸売

荷受

仲卸の
販売

 作業スペースの不⾜  場内スペースの有効活⽤  共同作業スペース化
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卸売市場施設への要求③消費者・実需者の変化
４ ⾼齢化・⼈⼿不⾜への対応

 実需者の従業員の⾼
齢化

現在

 ⼈⼿不⾜

将来
 消費者・実需者のニーズに応

じた⼩分け・加⼯処理

市場施設への要求

消費者・実需者のニーズに応じた⼩分け・加⼯処理

取扱量に応じたコンパクトな設備

 効率的な施設利⽤（共有スペース化
等）

 ⼩分け、パッケージング等の対応強化、プレ
クック加⼯等への対応

 有機⾷品・輸出など新たな需要に応える
集荷・加⼯・配送 加⼯処理施設による加⼯・パッキング

 少⼦⾼齢化  ⼈⼝減
 取扱量の減少

 取扱量に応じたコンパクトな設
備
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卸売市場施設への要求③消費者・実需者の変化
５ 配送の効率化

 ロールボックスパレット利
⽤

現在

 ロールボックスパレットの利
⽤の徹底

 PIコンテナの利⽤

将来

 ロールボックスパレットの利⽤を
前提とした施設設計

市場施設への要求

ロールボックスパレット等の利⽤を前提とした施設設計

 搬出バースのプラットホーム化
 ロールボックスパレット・PIコンテナ等のデポス

ペース確保

ロールボックスパレット搬出バースのプラットフォーム
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卸売市場施設への要求④社会の変化
６ 環境対応、災害対応など

 環境意識の⾼まり
（フォークリフト、ターレの
電動化）

現在

 環境配慮が必要

将来
 施設のグリーン化（ＥＶトラッ

クへの対応）

市場施設への要求

施設のグリーン化
 脱炭素
（フォークリフト、ターレの電動化、
ＥＶトラックへの対応）

市場流通のデジタル化
 取引のデジタル化・データ連携に

よる業務の効率化

施設の強靭化
 事業継続計画（BCP）策定
 地⽅公共団体との協定締結 ・・

耐⽔化、耐⾵化
耐震化浸⽔のおそれの

ある現在地から
移転

⼤⾬による浸⽔被害
（荷捌場）

台⾵による浸⽔被害
（売場内部）

地震による施設
被害

 デジタル技術の進展  デジタル技術の更なる活⽤

 災害時の⾷料供給

 市場流通のデジタル化

 施設の強靭化 災害対応

EVステーションの設置

フィジカルインターネットの基盤となる、
RFID付きの規格化された容器
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